
 自由民主党  経済好循環実現委員会  

一般社団法人 全国旅行業協会 

平成27年4月2日 

～ 経済好循環へ向けた有識者ヒヤリング ～ 



１．(一社)全国旅行業協会の概要 

一般社団法人全国旅行業協会 
（ANTA : ALL NIPPON TRAVEL  AGENTS ASSOCIATION） 

① 協会の概要 

・設立認可  昭和４１年（１９６６）２月２２日 
・会員数    ５，３８５社 （平成２７年３月１日 現在） 
        （内訳 ： 第1種 55社、第2種 2,400社、第3種 2,903社、地域限定 27社） 
・会長     二階 俊博  
・副会長    川﨑 糺、近藤 幸二、加藤 正明 
・本部事務局 〒105-0001 東京都港区虎ノ門４－１－２０ 田中山ビル５階 
・地方組織  全国４７都道府県に支部を置く 

② 事業 

旅行業法第２２条の２に基づく指定協会として、法定業務（苦情処理、研修、弁済保証、
社員指導、調査・広報）、指定業務（国内旅行業務取扱管理者試験の事務代行）並びに
一般業務（知識の普及、業務の改善等）を実施。 
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２．国内観光の振興 

第１０回記念大会 国内観光活性化フォーラムin和歌山の開催 
平成２６（２０１４）年２月１１日 和歌山県 和歌山市 約１万３千人が参加 
・パネルディスカッション    「観光振興と未来創造」 

                  第一部「観光を巡る現状と課題」 第二部「観光の発展による未来の創造」 

第１１回  平成２８（２０１６）年３月  鹿児島県 鹿児島市で開催予定 

（１）    ＡＮＴＡ主催「国内観光活性化フォーラム」の開催 
       ～ 会員活動の活性化と地域の観光振興 ～ 

・観光立国和歌山宣言   フォラーム締めくくりに二階会長から久保観光庁長官に手交された。 

・地旅博覧会ｉｎ和歌山   地域振興を目的に地元の協力で企画した旅行商品である「地旅」を通じて、 
                   その土地ならではの風土、食、文化、人との触れ合いを体感することを 
                   目的としたもの。 

（主催者挨拶）二階俊博会長    （来賓挨拶）久保成人観光庁長官    （歓迎挨拶）仁坂吉伸和歌山県知事 

雑賀・根来九度山鉄砲隊による火縄銃演武 

第１回地旅博覧会 
 in和歌山会場 

和歌山の特産物である 
有田みかんが配られた 

北海道旅行業組合ブース 
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２．国内観光の振興 

ＡＮＴＡ東日本復興支援会議の開催 
(平成２３年９月２６日宮城県秋保温泉） 
東日本大震災の風評被害防止対策と観光復興支援の決議 

（２）東北東日本の観光復興支援キャンペーン活動 

観光復興支援ポスター（「がんばろう東北！がんばろう東日本！」）の作成 
・全国各支部、行政機関等に送付し、東日本への送客を支援 
・ＪＲ東日本首都圏内各駅での掲示 

ＡＮＴＡ通常総会懇親会で東北産食材の使用、福島県産もち米で
餅つきを行う 

被災地復興支援に向けた「ANTA 東北観光応援ツアー」の実施（平成24年度） 
東北６県・隣接３県の在住者を対象に１万人の旅行代金の一部を助成 

（３）沖縄本土復帰４０周年記念事業（2012年9月） 

震災復興支援「花の種（ヒマワリ・ナデシコ・パンジー）」の配布 

沖縄コンベンションセンターにて 

社団法人全国旅行業協会植樹式 

常務理事会・全国支部長会議の開催 
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３．双方向の国際交流促進 

韓国 

（１）２０１５年２月１４日 全国旅行業協会代表団の韓国ソウル訪問 

・2015年の日韓国交正常化50周年を記念し、一般社団法人全国旅行業協会（ＡＮＴＡ）は2月14日に、  

 総勢1400人の日本からの代表団（団長 二階俊博会長）で韓国ソウルを訪問。 

・代表団は、国会議員、観光分野の国の関係機関、知事、市長など自治体関係者、観光・運輸関係 

 団体・企業の代表のご来賓とともに、全国47都道府県のANTA支部代表・会員企業・一般旅行者な 

 どで構成。 

・滞在中、韓国の観光関係者との意見交換やソウル以外の他を訪問するなど積極的な交流を展開。 

 本事業は、日韓国交正常化50周年記念事業の第1号に認定された。 

 ①二階会長の朴槿恵大統領との会談 
                   （2月13日） 

 ②訪問団代表のソウル特別市長訪問 
                   （2月13日） 
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３．双方向の国際交流促進 

 ③日韓観光交流拡大会議の開催（2月14日午後） ～ 観光交流拡大のための宣言を採択 

 ④日韓友好観光交流の夕べ（ 2月14日夕方） 
   日本からの代表団を招き、韓国旅行業協会主催の「日韓友好観光交流の夕べ」が開催された。 

観 光 交 流 拡 大 会 議  ｉｎ  ソ ウ ル ( 2 月 1 4 日 ） 

韓国 

ＡＮＴＡ二階俊博会長 主催者挨拶 卞秋錫韓国観光公社社長 主催者挨拶 申珏秀 元駐日韓国大使 講演 日韓国交正常化５０周年記念 
日韓観光交流拡大宣言調印 

熊本県伝統芸能ハイヤ節の披露 

  全国旅行業協会(ANTA)と韓国観光公社(KTO)の共催でソウル市内のホテルにおいて 
      「日韓観光交流拡大会議」を開催した。会議において、二階会長と韓国観光公社の 
  卞秋錫（ビョン・チュソク）社長により「日韓観光交流拡大宣言」の調印式を行った。 

朴三求ｸﾑﾎｱｼｱﾅｸﾞﾙｰﾌﾟ会長 歓迎挨拶 歌手金蓮子（ｷﾑﾖﾝｼﾞｬ）さん祝賀公演 
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３．双方向の国際交流促進 

韓国 

（２）ＮＨＫ交響楽団のソウル公演 （2014年6月1日）～日韓協力の文化交流をソウルで開催 

（３）２０１２韓国麗水世界博覧会 ANTA 代表団の派遣 (７月1日～３日） 

芸術の殿堂コンサートホール 公演ポスター 

・共催 
 韓国：クムホアシアナ文化財団・中央日報 
 日本：国際交流基金 
 

・日本から二階俊博衆議院議員、河村建夫日韓友好議連幹事 
 長をはじめとする国会議員、ＡＮＴＡ役員、支部長など250人 
 が参加。 
 

・2500人を収容するホールは地元ソウル市民で満席になった。 
 

≪指  揮≫広上淳一氏 Ｇ線上のアリア 
≪第１部≫プロコフィエフ ピアノ協奏曲第３番  
        ピアノ：ソン・ヨルムさん 
≪第２部≫マーラー 交響曲第４番  
        ソプラノ：ローザ・フェオーラさん  

5月11日 開幕セレモニー 日本館開館式のテープカット
に登壇する二階会長 

会場を視察する 
二階会長と姜博覧会組織委員長 

旅客船「ふじ丸」で会場訪問 
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３．双方向の国際交流促進 

中国 

（１）日中観光文化交流団の訪中（2015年5月） 
 １．名称：日中観光文化交流団 
 

２．主旨 ・2014年11月に上海で開催された太田昭宏国土交通大臣と李金早国家旅遊局長の会談において、2015年～     
       2016年の2年間に日中双方の交流拡大に向けた取組を具体化していくことが合意された。 
 

      ・このような政府レベルの動きを受け、観光交流復活の気運を盛り上げ、継続的展開につなげるために、中国 
       側の全面的協力の下、大型の訪中団を派遣することになった。 
 

      ・日本の観光関係者、自治体、経済界、文化等幅広い関係者の参加を募り、団を編成する予定。 
 

３．基本日程（予定）：5月22日（金） 各地から北京へ 
              商談会開催（日本の観光関係者と中国側旅行会社） 
       5月23日（土）  北京市内参観や交流事業参加 
                 訪日トラベルフェア 
                 「日中観光交流の夕べ（仮称）」 
         5月24日（日）   訪日トラベルフェア 
                  中国各地（大連、河北省など）および日本各地へ 
 

４．主催：日中観光文化交流団実行委員会 
      （一般社団法人日本旅行業協会会長 田川博己） 
             （一般社団法人全国旅行業協会会長 衆議院議員 二階俊博） 
      （公益社団法人日本観光振興協会会長 山口範雄） 
 

５．後援(予定)：国土交通省観光庁、日本政府観光局（JNTO）、在中華人民共和国日本国大使館 
                      一般社団法人日本経済団体連合会、中国国家旅遊局、中華人民共和国駐日本国大使館 
 

６．主要行事：「日中観光交流の夕べ」(仮称) 2015年5月23日（土）夕刻 
                   ・日本側3000名参加予定、両国VIPによる歓迎あいさつ、エキシビション等 

「日中観光文化交流団」記者会見（2月25日） 
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３．双方向の国際交流促進 

中国 

日中国交正常化40周年記念 
中国陝西省西安市の青龍寺他での記念行事の開催 

（２）「弘法大師・空海を偲ぶ日中交流 ANTA 訪問団」の訪中（2012年8月） 

大賀蓮の植付け式 銀杏と百日紅の植樹式 弘法大師・空海を偲ぶ法会及び祈願 

二階会長による挨拶（日中友好交流会） 

日中観光交流の夕べ 
林幹雄副団長による挨拶と乾杯 

唐家璇 中日友好協会会長 
による挨拶（日中友好交流会） 

日中友好交流会会場 
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４．訪日外国人旅行者2千万人を目指すための諸課題 

    日本人国内旅行と訪日外国人観光の共存共栄 
   観光は「のこぎり」のように行ったり来たりの交流。日本人の観光振興も同時に推進。 

（１）日本人国内旅行・海外旅行の振興 

・日本の観光市場規模 ２３．６兆円。うち 日本人国内宿泊旅行６７％、国内日帰旅行２０％、合計８７％を 
占める。 
  

・日本人の国内観光・海外旅行の振興施策を同時に展開して、日本人の旅行の活性化が必要。 
 →祝日三連休・連続休暇取得 
    
（２）慢性的な貸切バス不足対策が必要     

・訪日外国人もバスで移動。国内旅行の貸切バスの確保の点で、日本人旅行と競合する。 
  

・日本人の日帰り・国内宿泊旅行の貸切バスの確保ができないと旅行商品の造成ができない。 
    
（３）国民の外国人観光客受入意識の醸成    

・国の政策で、各地を訪れる外国人観光客の団体が急激に増加し、観光地の渋滞、旅先でのマナー 
問題が発生。 
  

・外国人リピーターが地方に入るようになる。地域コミュニティの理解がないと「ノー」のサインが出かねない。 
  

・住んで良しの観光地での外国人観光客の受入れ意識の醸成が必要。 
  
・地方自治体、観光振興団体、地元旅行会社が連携して、受入れのための知恵を発揮することが必要。 
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